
令和５年度もとみや結婚サポート事業（概要）

もとみや出会いサポート事業

〇「縁結びサポート制度」の廃止及び福島県結婚支援制度の紹介
相談者10名全員が男性であり、引き合わせが困難な状況であった。そこで、サポーターとの意見
交換を行った結果、「相談者のニーズ」を叶えるために、上記制度を廃止し、より広域で実施して
おり、登録者が多く、実績のある福島県の結婚支援制度（結婚世話やき人、はぴ福なび）の活用を
促した。

〇「はぴ福なび」出張登録会（令和5年12月17日 10時30分～15時00分 中央公民館）
・はぴ福なび：福島県が導入した、オンライン型の紹介システム(マッチングアプリ）
・ふくしま結婚・子育て応援センターとともに、市内で出張登録会を実施した
・来場者 ２名（男性）
・新規登録者 １名（縁結びサポート制度登録者）

結婚新生活支援事業

〇結婚新生活支援補助金
・申請者数が令和4年度の16件から33件へ増加

（所得要件緩和、年齢制限撤廃(本宮市独自要件)、広報活動が要因と考えられる）

・婚姻届提出時における本制度の認知度が令和4年度の43.8から58.3へ増加

〇結婚新生活支援補助金ＰＲ
・名刺タイプチラシを活用した市内外企業への制度周知

・ＳＮＳ広告（Instagram・Facebook）を活用した制度周知
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20～24歳

3%

25～29歳

58%
30～34歳

18%

35～39歳

12%

40歳以上

9%

年代別割合

16～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40歳以上

年 代 申請者数

16～19歳 0

20～24歳 1

25～29歳 19

30～34歳 6

35～39歳 4

40歳以上 3

合計 33

◎交付額 11,443,300円

◎申請者（年代別）

令和５年度結婚新生活支援補助金 実績値
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郡山市

21%

大玉村

21%

福島市

16%

二本松市

11%

三春町

6%

須賀川市

5%

喜多方市

5%

石川町

5%

仙台市

5%

相模原市

5%

転入元市町村内訳

件 数

県外 2

県内（市外） 17

市内 14

◎移動前住所別

割 合

県外 6.1

県内（市外） 51.5

市内 42.4

◎移動前住所別（割合）

令和５年度結婚新生活支援補助金 実績値
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令和５年度結婚新生活支援補助金ＰＲ チラシ
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令和５年度結婚新生活支援補助金ＰＲ ＳＮＳ広告

Facebook・Instagram配信内容

３回に分けて、デザインを変えながら配信を
行った

第１回（2023年4月28日～7月28日）
第２回（2023年7月29日～10月28日）

第３回（2023年11月3日～2024年2月29日）

5



福島圏域移住定住促進協議会婚活バスツアー

概要・結果

〇概要
・実施日：令和5年10月1日(日）
・開催地：川俣町、飯舘村
・実施内容：バスツアー形式の婚活イベント
・定員：30名（男性15名 女性15名）
・応募条件

年齢：概ね30歳～42歳の独身男女
男性：福島圏域9市町村に在住、または勤務
女性：居住地条件なし

・参加料：男性4,000円 女性2,000円
〇結果
・応募者：男性65名（うち本宮市3名）

女性38名
・参加者：男性15名（うち本宮市1名）

女性14名（欠席者1名）

・カップリング：3組
（カップリング率：21.4%）
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令和６年度もとみや結婚サポート事業（方針）

もとみや出会いサポート事業

〇「はぴ福なび」出張登録会
・ふくしま結婚・子育て応援センターとともに、市内で出張登録会を実施予定
・結婚希望者に対し、福島県結婚支援制度（結婚世話やき人、はぴ福なび等）を案内する

結婚新生活支援事業

〇結婚新生活支援補助金
・所得要件（５００万円未満）、対象経費等については令和5年度から変更なし
・経済的な支援を中心として、晩婚化対策を実施する

〇結婚新生活支援補助金ＰＲ
・名刺タイプチラシを活用した市内外企業への制度周知

・ＳＮＳ広告（Instagram・Facebook）・リスティング広告を活用した制度周知

婚活イベント関係

〇福島圏域移住定住促進協議会による婚活イベント
・福島圏域９市町村による婚活イベントを実施予定

・詳細については協議会にて検討中
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